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宿上山産金雲母.

石上山は熊本市内にあり熊本駅から約Z5㎞離れた熔岩円頂丘で輝石

免閃石安山岩からなる.古くから火山岩の晶洞鉱物産地として知られ

特に鱗珪石の美晶を産するので有名であるカミほかに輝石･バｰカサイ

ト･金雲母･チタン鉄鉱恋とを産する.ここは石切場なので新鮮な標

本カミ得易いが立派た標本はまれにしか見当らない.ここに示す金雲

母の標本は筆者が昭和25年ごろ同地を訪れたとき石工カミ秘蔵してい

たものを特に譲り受けたもので六免薄板状結晶の直径は最大8㎜に達

する｡火山岩の晶洞鉱物は世界的にみてあまり報告されておらず筆

者カミ見聞した範囲ではこのように大きい金雲母は他になくあるいは

これが世界第一では狂いかと思う.
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